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2017 年 6 月 スポーツ健康科学研究科 
立命館大学大学院 スポーツ健康科学研究科 

博士学位授与申請≪2017 年度 3 月授与≫ 手続要項【課程博士（甲号）】 
 

2017 年度 3 月授与分より、「立命館大学大学院スポーツ健康科学研究科課程博士学位授与に関わる内

規」が改訂されました。伴って、下記【課程博士の学位授与に関わる基本事項】にも変更があります。

主な変更点は以下の通りですが、本要項をよく読み、漏れの無いよう、手続きを行ってください。 

≪主な変更点≫ 

・「申請要件について」は、予備審査申請までに充足している必要があります。 

・審査プロセスについて整理を行い、受理審査が廃止されました。代わって予備審査の重要性が増す

ため、予備審査申請論文の完成度の高さが求められます。 

 
【課程博士の学位授与に関わる基本事項】 
１．申請要件について 
課程博士学位申請者は、学位申請論文の提出にあたって、以下の要件を満たさなければならない。 

（１）修了に必要な単位を修得した者または修得する見込みがある者で、博士課程後期課程に 3 年以上

在学する者。ただし、在学年数に関して、在学 3 年未満（以降、「早期修了」と表記）で以下（２）

～（４）に掲げる要件を満たす者については、1 年以上、在学すれば足りるものとする。 
（２）主題に関わる査読付き論文 1 編以上を含む学術論文 2 編以上を基に作成された論文であること。

ただし、少なくとも 1編は筆頭著者であること。掲載決定済の論文も 1編とすることができるが、

受理証明書のような機関が発行する掲載決定済を証明する資料を併せて提出しなければならな

い。なお、早期修了の場合は、主題に関わる査読付き筆頭論文 2 編以上の掲載が決定しているこ

とを必要とする。 
（３）上記（２）の論文においては、日本学術会議に登録された学会（日本学術会議協力学術研究団体）

が発行する審査規程が明記された学会誌に掲載された論文であること。または、海外において審

査規程が明記された学会誌・学術雑誌に掲載された査読付き論文であること。 
（４）学位授与を申請する際には、研究指導教員の了承を得ていること。 
 
２．申請論文審査の方針 
（１）スポーツ健康科学分野の研究者や高度専門職業人に必要な専門的研究能力、ならびにその基礎と

なる豊かな学識を示した学術論文であること。 

（２）具体的には、以下の諸点について、博士の学位に相応しい水準の論文であること。 

①論文の独創性 

②研究テーマの学術的意義 

③構成の体系性 

④研究方法の適切性 

⑤先行研究の取扱いの適切性 

⑥論旨の明確性・一貫性 

⑦論文の完成度 
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３．審査のプロセスおよび審査委員会の設置 
（１）審査のプロセス 

課程博士学位申請者は、学位授与に至るまでに研究科委員会が定める下記の 2 つの審査を経なけ

ればならない。各々の審査における役割は、以下に記す通りである。 

① 予備審査：申請要件ならびに学位申請論文が学位審査に値するか否かを判定するための審査。 

② 本審査：学位申請論文が学位授与に値するか否かを判定するための審査。  

（２）審査委員会の設置 

2 つの審査委員会は、研究科委員会の構成員から主査 1 名および副査 2 名を選任し、研究科委員

会の承認を受けること。原則として、主査は、研究指導教員を選任する。ただし、各々の審査委

員会の副査については、研究科に属さない本学または他大学等の教員等を 1 名追加することがで

きる。 

 
４．予備審査について 
（１）課程博士学位申請者が予備審査に臨む際には、研究指導教員による提出の了承を得てから、研究

科が定める期間内に申請すること。その際、前述の「１. 申請要件について」を満たしているこ

と。申請の締め切り期日は、3 月授与の場合は 10 月下旬、9 月授与の場合は 4 月下旬を目安に、

研究科委員会が定める。申請開始日は、遅くとも研究科委員会で定めた締め切り期日の 1 ヶ月以

上前までとし、申請期間中に提出された学位申請論文は、受理され次第、予備審査委員会にて、

随時、審査する。 
（２）予備審査に提出する学位申請論文は、前述の「２. 申請論文審査の方針」に則り、完成度の高い

ものとする。 
（３）予備審査で「可」もしくは「修正の上、可」の判定を得なければ、学位申請をすることはできな

い。なお、予備審査で「修正の上、可」となった場合は、学位申請までに必ず予備審査で指摘さ

れた箇所を対応・修正する必要がある。 
（４）予備審査期間は、1 ヶ月程度とする。 
（５）予備審査は、あらかじめ予備審査委員によって学位申請論文を査読した上、60 分程度の口頭によ

る質疑を実施する。 
（６）予備審査委員会は、決められた期日までに審査結果を研究科委員会に書面で報告すること。博士 

学位申請者は、博士学位申請論文の提出にあたって、事前に予備審査を受けなければならない。 
 
５．学位申請について 
博士学位申請は、予備審査で「可」もしくは「修正の上、可」の判定を得た者が行うことができる。 

なお、予備審査で「修正の上、可」となった場合は、学位申請までに必ず予備審査で指摘された箇所が

対応・修正されていなければならない。申請期間および締め切り期日は、研究科委員会によって定める

が、3 月授与の場合は 12 月下旬、9 月授与の場合は 6 月下旬を目安とする。ただし、早期修了を希望す

る者については、スポーツ健康科学研究科則第 10 条第 2 項に示す期日（3 月授与は 11 月末日、9 月授

与は 5 月末日）までに、早期修了の申請を合わせて行う必要がある。 
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６．本審査について 
（１）学位申請論文の受理以降、本審査が終了するまでの期間、当該学位申請論文は、縦覧できること

を原則とする。 

（２）本審査では、本審査委員会による学位申請論文の査読の上、本審査委員会の主催で口頭試問およ

び公聴会を実施すること。なお、口頭試問および公聴会の開催日時等は、開催 1 週間前までに公

示する。 

（３）公聴会は、学位論文申請者による 30 分間の発表と、公聴会参加者による 15 分以上 30 分以内の

質疑応答を設けること。また本審査委員会による口頭試問は、公聴会終了直後、30 分程度の質疑

応答を設けた上で、実施すること。 

（４）本審査委員会は、本審査の結果を、学位審議委員会に書面で報告する。学位審議委員会は、研究

科委員会の構成員のうち、研究指導資格もしくは研究指導補助資格を持つ教員によって構成され

る。 

（５）学位審議委員会において、学位授与のための審査を行う。審査の結果、合格と認められた場合は、

研究科長が学長へ書面にて審査結果を報告し、大学院学位委員会の承認を経た後、学位が授与さ

れる。 

 
【学位授与申請に関わる手続について】 
１．予備審査の手続について 
（１）申請期間：2017 年 10 月 16 日（月）～10 月 26 日（木）窓口時間内 
（２）申請場所：スポーツ健康科学部事務室 
（３）申請書類： 

①予備審査申請書 1 通 A4 所定用紙 
②学位申請予定論文 3 部 ・A4 版・簡易製本 

（黒の美濃表紙・裏表紙・黒紐綴り） 
・論文を PDF 化し、USB メモリーに入れたもの 
※USB には付箋貼付などしてタグをつけ「氏名」を明記。 

③論文要旨（和文） 3 部 A4 
④論文要旨（英文） 3 部 A4 

  ※各書類とも、博士学位申請の手続要領に従って作成してください。 
  ※主査・副査が計 4 名の場合は、②～④は 4 部必要 
（４）予備審査の日時・審査結果については、CAMPUS WEB にて通達します。 
 
２．早期修了申請の手続について（※対象者のみ） 
（１）申請期間：2017 年 10 月 16 日（月）～11 月 30 日（木）窓口時間内 
（２）申請場所：スポーツ健康科学部事務室 
（３）申請書類： 

①博士課程後期課程 早期修了申請書 1 通 A4 所定用紙 
②成績証明書 1 通 本学所定(※2017 年度前期成績が反映していること)。
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３．博士学位申請の手続について 
（１）申請期間：予備審査結果通達日翌日～2017 年 12 月 21 日（木）窓口時間内 
（２）申請場所：スポーツ健康科学部事務室 
（３）申請書類： 

①学位授与申請書 1 通 A4 所定用紙（課程博士用） 
②学位論文 4・5 部 A4 版・簡易製本（黒の美濃表紙・裏表紙・黒紐綴り） 

※原則として、両面印刷。 
※主査・副査が計 4 名の場合は、5 部必要。 
※最終的に、ハードカバー製本版およびくるみ製本版の提出

が必要となります。下記（５）参照のこと。 
※副論文・参考論文は必要に応じて提出。副論文は学位論文

と同部数、参考論文は 1 部。 
③論文目録 3 部 A4 所定用紙 
④履歴書 2 部 A4 所定用紙 
⑤研究業績一覧 
 

1 部 A4 所定用紙（別紙の添付可、クリップ留め） 
※学位論文・副論文に関わって、掲載決定済の論文について

は、掲載決定済を証明する資料を各 1 部添付すること。 
⑥論文要旨（和文） 3 部 A4 所定用紙 
⑦論文要旨（英文） 3 部 A4 所定用紙 
⑧論文要旨データ 1 部 論文要旨(和文・英文）の Word データが入った USB 

※USB には付箋貼付などしてタグをつけ「氏名」を明記。 
⑨博士論文全文のインターネッ 

ト公表に関する｢確認シート｣ 

1 部 A4 所定用紙 ※博士論文全文をインターネット公表できない場合は「論文

内容の要約 1 部」と「博士論文全文にかえて『論文内容の要約』を公表するため

の申請書」（所定用紙）を提出してください。 

⑩立命館大学学術成果リポジトリ 

（R-Cube）登録許諾書 
1 部 A4 所定用紙 

⑪承諾書 1 部 A4 所定用紙 

⑫パスポートのコピー 各 1 部 外国人留学生のみ 
 
（４）本審査（口頭試問・公聴会）の開催：2018 年 1 月 17 日（水）～2 月 2 日（金） 

                 ※開催日一週間前までに CAMPUS WEB 等で案内。 
（５）閲覧・保管用の学位論文計 4 部（ハードカバー製本版 2 部＋くるみ製本版 2 部）、および博士論

文全文データ 1 部（博士論文全文を 1 つの PDF にまとめたデータが入った USB ※ラベルに

「氏名」を記載。） 
提出締切：2018 年 2 月 13 日（火） 
提出場所：スポーツ健康科学部事務室 窓口時間内 
※製本は生協にて見積り、発注までを申請者本人で行い、支払いは学部で負担するため、宛名を
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｢立命館大学スポーツ健康科学部｣とした納品書・請求書を上記学位論文等と一緒に提出すること。 
（６）大学院学位委員会にて博士学位授与審査・決定：2018 年 3 月 2 日（金） 
（７）博士学位授与式（課程博士・甲号）：2018 年 3 月 24 日（土）AM 
 
４．博士学位申請書類の作成上の注意について 
【申請書類すべてにおける注意事項】 
■申請者氏名は、本名どおりに記載してください（旧字体も正確に記載すること）。 
 ※本名とは、戸籍上の氏名ないし外国籍の方は外国人登録証に記載されている氏名を指します。 
 ※姓と名の間は、全角で 1 マススペースをあけてください。 
 ※フリガナはすべて、カタカナ表記としてください。 
 ※所属研究科によって通称名使用が認められている方は、書類はすべて「通称名（本名）」で記載して

ください。ただし、学位論文については通称名のみで可。 
■申請書類の年号の記載は全て西暦を使用してください。 
■学位論文・申請書・論文目録・履歴書・論文要旨を PC 等で作成する場合は、所定様式どおりに整え

てください。 
■文字フォント、句読点等について 
フォントは統一してください。特に数字やアルファベットは、半角/全角にも留意してください。また、

日本語で記載する際、文中の句読点について、「、。」と「 , ．」で異なる種類が混在しないよう、留意

してください。数字表記についても、算用数字と漢数字が混在しないよう留意してください。なお、

博士論文要旨については、別途、詳細に書式の指定があります。別紙の記入上の注意を確認してくだ

さい。 
 
【論文目録】 
■別紙の記入例および注意事項を参考にして、所定用紙に記入してください。 
■報告番号の記入は不要です。 
■副論文・参考論文は提出する場合のみ記入してください。なお、必要提出部数は、後述「学位論文：

提出部数について」の項目を確認してください。 
 ※副論文：主論文を補完する論文／参考論文：主論文に至る論文 
 
【履歴書】 
■別紙の記入例および注意事項を参考にして、所定用紙に記入してください。 
 
【研究業績一覧】 
■別紙の注意事項を参考にして、所定用紙に記入してください。所定用紙 1 枚に収まらない場合は、別

紙の添付を可とします。また、学位論文・副論文に関わって、その論文が掲載決定済論文である場合

は、それを証明できる資料（論文別刷、もしくは掲載決定済証明書等。コピー可。複数枚に及び場合

はホッチ留め。）を各 1 部添付してください。 
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【論文要旨（和文・英文）】 
■所定用紙に記入し、A4・Word 文書 2 枚以内で作成してください。 
■論文要旨は和文・英文ともに各 3 部必要です。 
■字数は、和文 1000 字程度、英文 300 語以内とします。 
■英文については、氏名のフリガナ以外全て英語で記載してください。 
■書式について（参考） 
  ＜和文＞ 
 
 
 
 
 
 
 

＜英文＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
【論文要旨データ】 
■論文要旨データについては、和文・英文の Word データを USB メモリー（USB には付箋貼付などし

てタグをつけ「氏名」を明記）に保存して提出してください。 
 
【博士論文全文のインターネット公表に向けた手続きについて】※詳細は別冊を必ず確認すること。 
■学位を授与された日から 1 年以内に、本学リポジトリを利用して博士学位論文全文をインターネット

公表する必要があります。博士学位申請の際には、博士学位論文全文をインターネット公表できるか

どうか確認し、著作権・特許・秘密情報・個人情報等に関する許諾を得るなどの作業を行ったうえで、

「確認シート」を提出してください。 
■博士論文全文データについては、ひとつの PDF にまとめたデータを USB（ラベルに「氏名」を明記

すること）に保存して提出してください。提出時期については、P.4「３．博士学位申請の手続につい

て―（５）」を参照のこと。 
■PDF データ作成については、別冊 P.22「立命館大学リポジトリへ登録する PDF の作成について」を

確認してください。 
 
 
 

論文題目：MS 明朝／16 ポイント／太字／センタリング 
研究科・専攻・課程：MS 明朝／10.5 ポイント／右寄せ 
氏名  ：MS 明朝／10.5 ポイント／右寄せ 
     フリガナ（カタカナ）をつけてください。 
要旨本文：MS 明朝／10.5 ポイント／左寄せ 
※以上、フォントは Mac の場合：ヒラギノ明朝、一太郎の場合：JS 明朝にしてください。 

論文題目：Times New Roman／16 ポイント／太字／センタリング 
研究科・専攻・課程：Times New Roman／10.5 ポイント／右寄せ 
氏名  ：Times New Roman／10.5 ポイント／右寄せ 
     フリガナ（カタカナ）をつけてください。 
     名前は、アルファベットで姓・名の順に記載してください。 
     姓は全て大文字（RITSUMEI）、名は頭文字のみ大文字（Taro）とします。 
要旨本文：Times New Roman／10.5 ポイント／左寄せ 
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【パスポートのコピー】 
■外国人留学生の方のみ、有効期限内のパスポートコピーを 1 部提出してください。 
 
【学位論文】 
■学位論文は横書き・左綴じとします。手書き・複写・印刷・ワープロのいずれかは問いません。鉛筆

は用いないでください。 
■原則として両面印刷とします。 
■学位論文には、表紙・中表紙・目次・ページ数・裏表紙をつけてください。 
 ※ハードカバー製本には背表紙も必要です。 
 ※表紙・中表紙・背表紙については、後述のフォーマットに従って作成してください。 
※目次に記載しているページ数と本論のページ数は必ず合わせてください。 

■提出部数について 
 学位論文について、学位申請時には、本審査用の 4 部または 5 部が必要となります（主査・副査が

4 名の場合は、5 部）。また、最終的に、口頭試問・公聴会終了後、閲覧・保管用の 4 部を提出して頂く

必要があります。  
 ※副論文・参考論文については、必要に応じて、副論文の場合は学位論文と同部数、参考論文の場合

は 1 部提出してください。詳細については、論文目録の注意事項を確認してください。提出の体裁

は問いません。 
 ◆本審査用 4 部または 5 部…予備審査と同様の簡易製本（黒の美濃表紙・裏表紙・黒紐綴り） 

※黒の美濃表紙等は、生協購買部や文具店で購入可能です。紙に印字した表紙を貼付けてください。 
◆閲覧・保管用 4 部…ハードカバー製本版 2 部＋くるみ製本版 2 部 
※提出〆切【厳守】に注意し、申請者本人が生協にて製本見積り、発注までを行い、支払いは学部

で負担するため、宛名を｢立命館大学スポーツ健康科学部｣とした納品書・請求書を学位論文と一緒

に提出してください。閲覧・保管用は、立命館大学図書館・立命館大学大学院課に保管されます。 
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■表紙について 
 簡易製本作成時は、表紙に以下の内容の用紙を貼り付けてください。日本語フォントは MS 明朝、英

語フォントは Times New Roman で統一すること。 
 

＜和文論文表紙の記載例＞          ＜英文論文表紙の記載例＞ 

 
※論文題目は、上段に日本語の題目を記載し、     ※論文題目は英語のみを記載する。 
下段には、英語訳の論文題目を（ ）内に        ※英語で学位授与年月を記載する。 
記載する。                                    ※氏名はアルファベット表記で記載する。 

 ※日本語で学位授与年月を記載する。       ※フリガナは不要。 
 ※氏名には、フリガナ不要。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
博士論文 

 
学位申請論文題目 

（英語訳の論文題目） 
 
 

2018 年 3 月 
 
 

立命館大学大学院スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻博士課程後期課程 
 

立命 太郎 

 
Doctoral Thesis 

 
Title 

 
 
 

March 2018 
 
 

Doctoral Program in Sport and Health Science 

Graduate School of Sport and Health Science 

Ritsumeikan University 

RITSUMEI Taro 

20 ポイント 

16 ポイント 

20 ポイント 
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■背表紙について 
 ハードカバー製本作成時は、必ず背表紙をつけてください。 
 
 ＜左：和文論文の背表紙、右：英文論文の背表紙の記載例＞ 
※和文論文の背表紙は、縦書き・すべて日本語 

 ※英文論文の背表紙は、横書き・すべて英語 
 ※日本語フォントは MS 明朝、英語フォントは Times New Roman。 
 ※氏名には、フリガナは不要。 
 ※氏名以下に必ず 3cm の余白をあけること。  

博
士
論
文 

論
文
題
目 

立
命 

太
郎 (

三
セ
ン
チ
余
白
） 

D
octoral Thesis Title R

ITSU
M

E
I Taro (三

セ
ン

チ
余

白
）
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■中表紙について 
 本文の前に、中表紙をつけてください。日本語フォントは MS 明朝、英語フォントは Times New 
Roman で統一すること。 
 

＜和文論文中表紙の記載例＞         ＜英文論文中表紙の記載例＞ 

 
  
 
※各項目については、日本語と英語の併記となる。（論文作成が和文・英文のいずれかで併記する順番

が異なる） 
 ※論文題目は日本語・英語の両方を記載する。下段の題目については、（ ）内に記載する。 
 ※氏名は日本語とアルファベット表記で記載する。フリガナは不要。氏名表記の順序については、以

下の通りとする。 
  ◆日本語表記：姓→名 順（例：立命 太郎） 

◆アルファベット表記： Family Name→First Name（例：RITSUMEI Taro） 

 
立命館大学審査博士論文 

 
学位申請論文題目 

（英語訳の論文題目） 
 

2018 年 3 月 
March 2018 

 
立命館大学大学院スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻博士課程後期課程 
Doctoral Program in Sport and Health Science 

Graduate School of Sport and Health Science 

Ritsumeikan University 

 
立命 太郎 

RITSUMEI Taro  
 

研究指導教員：滋賀 びわ子教授 
Supervisor: Professor SHIGA Biwako 

 
Doctoral Thesis Reviewed 

by Ritsumeikan University 
 

Title 
（日本語訳の論文題目） 

 
March 2018 
2018 年 3 月 

 
Doctoral Program in Sport and Health Science 

Graduate School of Sport and Health Science 

Ritsumeikan University 

立命館大学大学院スポーツ健康科学研究科

スポーツ健康科学専攻博士課程後期課程 
 

RITSUMEI Taro  
立命 太郎 

  
Supervisor: Professor SHIGA Biwako 

研究指導教員：滋賀 びわ子教授 

20 ポイント 

16 ポイント


